
「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
か
ら

ず
っ
と
遠
く
へ

あ
き
た
北
空
港
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
大
館
能
代
空
港
（
愛
称
・
あ
き
た
北
空
港
）
が
開
港
し
て
、
早
５
年
。

こ
の
７
日
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
開
港
５
周
年
を
祝
い
ま
す
。
こ
の
間
、

圏
域
住
民
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
順
調
に
旅
客
数
を

増
や
し
、
昨
年
度
の
利
用
者
は
過
去
最
高
の
１６
万
９
、
３
４
２
人
に
達
す
る
な
ど
、

地
方
空
港
と
し
て
は
か
な
り
健
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
利
用
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
６２
年
８
月
、
県
北
部
の
３
市
１５
町
村
で
空
港
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
を
設

立
し
て
以
来
、
フ
ラ
イ
ト
預
金
や
陳
情
活
動
、
署
名
活
動
な
ど
の
熱
心
な
活
動
が

実
を
結
び
、
平
成
１０
年
７
月
１８
日
の
開
港
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
当
時
は
、
札
幌

便
も
あ
り
、
首
都
圏
や
関
西
圏
、
北
海
道
が
ぐ
っ
と
身
近
に
な
り
、
地
域
に
与
え

た
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

大
館
能
代
空
港
の
開
港
で
、
時
間
と
距
離
の
感
覚
が
変
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
朝
の
飛
行
機
で
東
京
へ
行
き
、
夕
方
に
東
京
か
ら
帰
る
と
い
う
、
日
帰
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

か
つ
て
は
夜
行
列
車
を
使
う
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
大
阪
へ
も
、
ほ
ん
の
９０
分
ほ

ど
で
到
着
で
き
る
た
め
、
こ
ち
ら
か
ら
の
観
光
客
は
も
と
よ
り
、
関
西
圏
か
ら
の

観
光
客
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
修
学
旅
行
で
利
用
す
る
学
校
が
増

え
、
短
時
間
に
ず
い
ぶ
ん
と
遠
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
に
、
観
光
に
と
、
こ
れ
か
ら
も
大
館
能
代
空
港
の
重
要
度
は
高
ま
る
一
方

で
す
。
今
以
上
に
便
利
な
空
港
と
す
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化

を
図
り
な
が
ら
、
東
京
行
き
の
３
便
化
、
大
阪
便
の
通
年
運
行
、
残
念
な
が
ら
、

現
在
、
運
休
し
て
い
る
札
幌
便
の
再
開
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
圏
域
住
民
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
館
能
代
空
港
開
港
５
周
年

メメデディィアアセセンンタターーににはは、、図図
書書ととパパソソココンンががあありりまますす

ゴゴムムチチッッププ舗舗装装のの中中庭庭（（運運動動体体験験広広場場））

リリササイイククルル新新建建材材ののデデッッキキ

特色
２運動体験広場と

新建材のデッキ
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市
長
リ
ポ
ー
ト

食食堂堂ででみみんんななでで食食事事ししまますす

セセンンタターー入入りり口口。。わわききににははススロローーププもも

児児童童ククララブブ室室ででいいろろいいろろなな活活動動ががででききまますす

特 色
３

城西児童センター

遊遊戯戯室室ででははススポポーーツツももででききまますす
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